
今月の表紙
野上祇園祭が開催されました。
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も
の
忘
れ
と
認
知
症
の
ち
が
い

　
年
を
と
る
と
、誰
に
で
も
も
の
忘
れ
は
起
こ
り
ま
す
。

た
だ
し
加
齢
に
よ
る
も
の
忘
れ
と
認
知
症
に
よ
る
も
の

と
で
は
特
徴
が
異
な
り
ま
す
。

　
町
で
は
、「
認
知
症
に
な
っ
て
も
、住
み
慣
れ
た
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
ま
ち
」を
め
ざ
し
て
、

正
し
い
知
識
と
理
解
に
基
づ
い
た
認
知
症
へ
の
「
備
え
」

が
で
き
る
よ
う
に
、様
々
な
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

約
3
人
に
1
人
が
認
知
機
能
に
課
題

　

令
和
４
年
度
に
厚
生
労
働
省
が
実
施
し
た
「
認
知

症
及
び
軽
度
認
知
障
害（M

C
I

）の
高
齢
者
数
と
有

病
率
の
将
来
推
計
」で
は
、65
歳
以
上
の
認
知
症
の
人

の
割
合
は
約
12
％
、認
知
症
の
前
段
階
と
考
え
ら
れ
て

い
る
軽
度
認
知
障
害（M

C
I

）の
人
の
割
合
は
約
16
％

で
あ
り
、両
方
を
合
わ
せ
る
と
、約
３
人
に
１
人
が
認
知

機
能
に
関
わ
る
症
状
が
あ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ロ
バ
隊
長
に
聞
い
て
み
よ
う

「
認
知
症
っ
て
ど
ん
な
状
態
？
」

「
ロ
バ
隊
長
」は
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
キ
ャ

ラ
バ
ン
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
す
。

ロ
バ
の
よ
う
に
急
が
ず
、し
か
し一
歩
一
歩
着

実
に
進
も
う
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て

い
ま
す
。ま
た
、オ
レ
ン
ジ
色
は
認
知
症
支

援
の
シ
ン
ボ
ル
カ
ラ
ー
に
な
っ
て
い
ま
す
。

特 集

認
知
症
の
人
と
関
わ
る
と
き
に
大
切
な
こ
と

　
〇
わ
か
り
や
す
く
、具
体
的
に
伝
え
る

　
〇
相
手
の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
る

　
〇
失
敗
や
間
違
い
を
責
め
な
い

　
〇
そ
の
人
ら
し
さ
を
大
切
に
す
る

　
〇
自
尊
心
を
守
る
　
　

　
〇
感
情
は
伝
わ
る

　
認
知
症
と
は
、神
経
細
胞
の
働
き
が
悪
く
な
り
、認
知
機
能

（
記
憶
力
や
判
断
力
、思
考
力
な
ど
）が
低
下
す
る
こ
と
で
日

常
や
社
会
生
活
に
支
障
を
き
た
す
状
態
を
い
い
ま
す
。

　
認
知
症
に
は
い
く
つ
か
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症

　
認
知
症
の
中
で
最
も
多
く
、脳
神
経
が
変
性
し
脳
の
一
部

が
委
縮
し
て
い
く
こ
と
で
起
き
ま
す
。症
状
は
も
の
忘
れ
か

ら
発
症
す
る
こ
と
が
多
く
、ゆ
っ
く
り
と
進
行
し
ま
す
。

脳
梗
塞
や
脳
出
血
等
の
脳
血
管
障
害
に
よ
る
血
管
性
認
知
症

　
障
害
が
起
き
た
脳
の
部
位
に
よ
っ
て
症
状
が
異
な
る
た
め
、

一
部
の
認
知
機
能
は
保
た
れ
て
い
る
「
ま
だ
ら
認
知
症
」が
特

徴
で
す
。症
状
は
ゆ
っ
く
り
進
行
す
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、階
段

状
に
急
速
に
進
む
場
合
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
他
に
も

　
手
足
が
震
え
た
り
歩
幅
が
小
刻
み
に
な
っ
て
転
び
や
す
く

な
る
症
状
が
あ
ら
わ
れ
る
レ
ビ
ー
小
体
型
認
知
症
、64
歳
以

下
の
人
が
発
症
す
る
若
年
性
認
知
症
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

加齢による
もの忘れ

認知症による
もの忘れ

体 験の一 部を忘 れる

例）�朝ごはんの献立が思
い出せない

　特 徴

・�ヒントがあれば思い出
せる

・�日常生活に大きな支障
はない

体験そのものを忘れる

例）�朝ごはんを食べたこと
自体を忘れる

　特 徴

・�ヒントを出されても思い
出せない

・日常生活に支障が出る

　
大
切
な
人
が
認
知
症
に
な
っ
た
ら
、あ
な
た
が
認
知

症
に
な
っ
た
ら
、ど
う
暮
ら
し
た
い
で
す
か
。

　
年
齢
に
関
わ
ら
ず
誰
も
が
な
り
得
る
認
知
症
に
つ
い

て
、一
人
ひ
と
り
が
「
自
分
ご
と
」と
し
て
理
解
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。認
知
症
に
な
っ
て
も
、住
み
慣
れ
た
地

域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
が
あ

な
た
や
大
切
な
人
、家
族
の
笑
顔
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
九
重
町
で
は
、令
和
９
年
度
に
向
け
、認
知
症
施
策

推
進
計
画
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
９
月
は
「
認
知
症
月
間（
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
月

間
）」で
す
。こ
の
機
会
に
、認
知
症
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

「
認
知
症
」
と
共
に
生
き
る

▲それぞれのもの忘れの特徴と違い

広報ここのえ　2026.8月号広報ここのえ　2026.8月号 22



町内で行っている認知症に関連する事業・活動の一部を紹介します

九重町高齢者等ＳＯＳネットワーク事業　－事前登録制度－

九重町認知症高齢者等の個人賠償責任保険事業

　認知症により、記憶力や判断力が低下することにより道に迷ったり、自分の家が分からなくなり、外出したまま家に
戻れなくなる場合があります。そのような場合に登録された情報を関係機関に提供し、早期の発見・保護につなげる
のが九重町高齢者等ＳＯＳネットワーク事業の「事前登録制度」です。

　認知症の人が他人にケガをさせたり他人の財物を壊したりして、法律上の損害賠償を負った場合に、保険金の支払
いを受けることができる「九重町認知症高齢者等個人賠償責任保険」があります。

▶対象　下記の全ての項目に該当する方
　　　　□九重町高齢者等 SOSネットワークに事前登録されている 40歳以上の方
　　　　□九重町に居住している方 (施設等で生活している方は対象外 )
　　　　□要介護認定を受けており認知症高齢者の「日常生活自立度」が Ⅱ a以上の方
　　　　□その他医師の診断により加入が必要と認められる方

▶保険料　保険料全額を九重町が負担するため、加入された方の自己負担はありません。

▶手続き　印鑑と診断書（介護認定の状況により「認知症高齢者の日常生活自立度」が確認できる場合は不要）

地域に住む高齢者の介護をはじめ、暮らしに関する問題について
の相談を受け付けています。相談に応じて必要なサービスや制度
を紹介するとともに、利用に結びつけるまでの役割を担います。
地域包括支援センターには、認知症の人やその家族が安心して
毎日を過ごせるよう相談に対応する認知症地域支援推進員がい
ます。
（時間）月～金曜日（祝日・年末年始を除く）
　　　　８：3０～１７:００
（場所）九重町保健福祉センター内
（電話）０９７３－７６－３８６３

高齢者サービス・介護保険サービスについて
の相談を受け付けています。
（時間）月～金曜日（祝日・年末年始を除く）
　　　　８：3０～１７:００
（場所）九重町役場 1階
（電話）０９７３－７６－３８２１

相
談
窓
口
の
紹
介

地域共生支援課 地域包括支援センター

役場で九重町高齢者等
SOSネットワーク事業に
事前登録します

もし行方不明になった時
は早くお近くの交番や警
察に相談してください

関係機関で情報共有し、
早期の発見・保護につと
めます

▶対　象　町内に居住する認知症等により行方不明になるおそれのある人
▶登録料　無料
▶手続き　印鑑と登録する方の写真（顔写真と全身が写ったもの）が必要です。事前にご準備ください。

●お問い合わせ　地域共生支援課　☎０９７３－７６－３８２１

広報ここのえ　2026.8月号広報ここのえ　2026.8月号33



町内で行っている認知症に関連する事業・活動の一部を紹介します

認知症の人や高齢者を支える家族のつどい

　家族同士の交流ができ、介護の先輩や専門家の話を聞くことができます。「自分の体験や思いを話したい」「他の
家族の話が聞きたい」「情報を共有したい」など認知症や介護について語り合いませんか。ぜひご参加ください。

■日　程：8月26日（水）
　※次回は12月開催予定。開催日は広報・回覧等でお知らせします。
■時　間：午前１０時～正午
■会　場：九重町保健福祉センター
■参加費：無料
■その他：送迎が必要な方はお問い合わせください。
◎事前の申し込みは不要　

認知症予防教室 もの忘れ相談室

　認知症予防教室では、タブレットを使った脳と体の健
康チェック、脳を活性化する運動、認知症についての講
座を行っています。専門の講師がわかりやすくお伝えしま
す。ぜひご参加ください。

　「もの忘れが気になる」「認知症の予防をしたい」「脳
の健康度が知りたい」などの相談を専門の相談員が無料
で個別に受け付けています。また、タブレットを使った脳
の健康度チェックもできます。

■日　程：年２回
　（６月と１１月開催）
■定　員：２０名
■�参加費：無料
　�＊１１月の開催日は、
広報・回覧等でお知ら
せします。
◎事前予約制

■９月、１０月の会場・日程
　【飯田公民館】　９月３日（木）
　【南山田公民館】　９月４日（金）
　【野上公民館】１０月６日（火）
　【東飯田公民館】１０月７日（水）
■時　間：午前１０時～午前11時３０分
■参加費：無料
◎「もの忘れ相談室」の事前の申し込みは不要
　　「脳の健康度チェック」は事前予約が必要です。

オレンジカフェ

　認知症の人や家族、地域住民、専門職など、誰でも自由に参加して気軽に交流や相談ができる集いの場です。
　コーヒーやお茶を飲みながら話をしたり、ゆっくりとした時間を一緒に過ごしませんか。開催場所は野上公民館と南
山田公民館です。地区を問わずどちらの会場でも参加できます。

■会場・日程
　【野上公民館】　　毎月第3火曜日
　【南山田公民館】毎月第２水曜日　　
■時　間：午後２時～午後３時３０分
■参加費：１００円（飲み物＋おかし代）
◎事前の申し込みは不要　

●お問い合わせ　地域包括支援センター　☎０９７３－７６－３８６３

広報ここのえ　2026.8月号広報ここのえ　2026.8月号 44



認知症月間（世界アルツハイマー月間）啓発活動

認知症サポーター養成講座

　毎年９月の認知症月間（世界アルツハイマー月間）に野上公民館や図書館、役場などで認知症関連の啓発物の展示、
書籍の貸出等を行っています。機会があればぜひお立ち寄りください。

　「認知症サポーター」は、認知症の方やその家族を地域や職場で温かく見守る「応援者」です。
　まずは認知症について正しく理解し、温かく見守ることから始めてみませんか。町内では地域住民・企業・団体など、
現在、延べ４，０００名を超えるサポーターが認知症サポーター養成講座を受けています。「認知症サポーター養成講座」
を受講すれば、どなたでもなることができます。講座は、地区やサロン、職場、ＰＴＡ等いろいろな団体で住民講話や
学習会として開催されています。開催を希望される場合は、随時講師を派遣しますのでお気軽にお問い合わせください。

　九重町では、認知症になっても住み慣れた地域で安心して暮らし続けられるまちを目指して、「チームオレンジ」の発
足を進めています。
　チームオレンジは、認知症のある方やそのご家族の「困りごと」や「やってみたいこと」に寄り添い、地域の皆さんや関係
機関が力を合わせて支え合う活動です。特別な資格や経験は必要なく、講座を受講するだけでどなたでも会員になれます。　　　　　　　　　
　「何か特別なことをしなければならない」と考える必要はありません。あいさつや声かけ、見守りなど、日常の中で
できる支えが大きな力になります。認知症の本人もメンバーとしてチームに参加することが望まれます。
　認知症について学び、できる範囲で見守りや声かけなどを行い、地域全体で支え合う輪を広げていきます。地域で
支え合う温かい輪を一緒に広げていきませんか。

▲認知症サポーターには「認知症の人を応援し
ます」という意思を示すオレンジリングや認知症
サポーターカードを渡しています。

▲昨年開催した「オレンジフェスタ２０２５」の様子

　あなたも「チームオレンジ」の仲間になりませんか？

【チームオレンジの活動例】
●オレンジカフェ（4ページ参照）、オレンジフェスタ等のお手伝い
●認知症の勉強会等へ参加する
●毎日散歩をしながら地域を見守る活動をする
●認知症本人・皆が楽しむ時間を提供する 　など

＜チームオレンジ会員になろう！＞
２つの講座を受講することでチームオレンジ会員になれます！
①認知症サポーター養成講座（1～ 2 時間程）
②認知症サポーターステップアップ講座（2～ 3時間程）
　＊①を既に受講されている方は②のみ

広報ここのえ　2026.8月号広報ここのえ　2026.8月号55



まちの話題
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ここのわマルシェ開催大分ミライ×シゴト探究プロジェクト

アメリカ短期留学へインターハイ出場報告

来場者で賑わうマルシェ会場内建築士の仕事について説明を聞く生徒たち

（左から）梅木さん、飯田さん、日野町長、木村さん男子、女子ホッケー部の両主将が出場に向け決意表明を行いました

　７月11日に南山田公民館で「ここのわマルシェ」が開催
されました。
　「ここのわマルシェ」は昨年３月に地域おこし協力隊を退
任した小

お が さ わ ら
笠原有

ゆ か こ
佳子さんが、在任時に出会った人 と々のつ

ながりを活かし、町内の方の好きなことや得意なことを発
表する場作りや世代の交流を目的として開催しています。
　ハンドメイド作品の販売や展示、ワークショップ、飲食
ブースなど様々な出店が並び、子どもからお年寄りまで様々
な年代の来場者で賑わっていました。

　ここのえ緑陽中学校の２年生を対象に今年度から開始
した大分県教育委員会主催事業「大分ミライ×シゴト探究
プロジェクト」が開催されました。生徒たちは県内の様々
な職種のブースを巡り、各ブースで仕事の内容や一日の
スケジュール、進路選択について直接話を聞き、必要な
適性や学生のうちにすべきことなど、積極的に質問をする
姿が見られました。
　参加した生徒からは「やりがい等を知ることができ良い
機会となりました。将来の夢を考えるうえで参考にしてい
きたい」との感想がありました。

　７月 14 日、夏休み期間中にアメリカ カリフォルニア州
に短期留学をする九重町在住の玖珠美山高校生徒が町
長へ報告に訪れました。
　留学するのは玖珠美山高校１年の梅

う め き
木遥

は る ひ
陽さん、飯

は ん だ
田

瑛
えいすけ

介さん、木
き む ら

村結
ゆ き

季さんの３名です。７月 22 日から８月
12 日までの３週間ホストファミリーと共に生活し英語のスキ
ルアップなどに励みます。日野町長は「失敗を恐れず挑戦
してほしい。挑戦をしないと人は成長しない、是非成長し
た姿で結果を報告してほしい」と激励しました。

　７月 14 日、玖珠美山高校男子・女子ホッケー部の主将、
副主将４名がインターハイ出場の報告に訪れました。
　男子ホッケー部主将小

お の
野里

り つ
津さんは「周りの人たちに支

えられている。感謝の気持ちを持って挑みたい」、女子ホッ
ケー部主将白

し ら い
井美

み お
音さんは「優勝に向け責任感のあるプ

レーで挑みたい」とそれぞれ決意を表明しました。インター
ハイは８月７日から８月12日の間に滋賀県米原市、長浜市
で行われます。

お詫びと訂正
７月号まちの話題「健やかな成長を願って」の記事内で、㠶足優陽さ
んの生年月を「５月」と掲載しましたが、正しくは「４月」です。お詫び
して訂正いたします。 広報ここのえ　2026.8月号広報ここのえ　2026.8月号 66



　ひと月に医療機関に支払った額が高額になった場合に、定められた上限額を超えて支払った額を払い戻す制度です。
上限額は、個人や世帯の所得に応じて決まっています。

　高額療養費制度の見直しは令和８年度と令和９年度の２段階にわけて実施します。
　下の表は令和８年８月から令和９年７月までの内容です。令和９年８月以降の見直しについては、厚生労働省ウェブ
サイトをご参照ください。

（※ 1）年収約 200万円未満の方は、令和９年８月以降、多数回該当の金額が引き下がる。
         （44,400 円→ 34,500 円）

（※ 2）年収約 200万円未満であることが確認できた方は、年間上限 41万円を適用し、
          令和 9年8月以降に償還払い。

　月ごとの自己負担額が積み上がっても、年間（※）の上限額に達した後は、それ以上の医療費については、保険者
から還付を受けることが出来ます。
※年間とは８月から翌年７月までの期間を指します。
▶年間上限額の新設により、以下の方は医療費負担が軽くなる場合があります。
　・これまで「多数回該当」に該当しなかった方
　・見直しにより「多数回該当」の対象から外れる方
　・現在、毎月高額療養費を利用している方
　・極めて高額な医療を受けた方

▶ほかにも負担を軽減する仕組みがあります。
　・多数回該当
　　直近１２か月以内に３回以上、上限額に達した場合、４回目から上限額が下がります。
　・外来特例（７０歳以上で現役並み所得者以外の方）
　　�外来診療だけの月の上限額があります。さらに、年間の上限額が設定され、月ごとの自己負担額が積み上がって

も、上限額に達した後は、還付を受けることができます。

令和８年８月から高額療養費制度が見直されます
●お問い合わせ　地域共生支援課　☎０９７３－７６－３８２１

高額療養費制度とは

高額療養費制度の上限額（令和８年８月から令和９年７月まで）

新たに年間の上限額が新設されました

厚生労働省ＷＥＢサイト▶️

適用区分 入院＋外来【月額上限】
（世帯ごと）（多数回該当）

入院＋外来【年間上限】
（世帯ごと）

外来（個人ごと）
※70 歳以上のみ70 歳未満 70 歳以上

区分ア 現役並みⅢ 270 ,300 円＋（医療費－901 ,000 円）×1％
【４回目以降140 ,100 円】 1,680 ,000 円 ―

区分イ 現役並みⅡ 179 ,100 円＋医療費－597 ,000 円）×1％
【４回目以降93,000 円】 1,110 ,000 円 ―

区分ウ 現役並みⅠ 85,800 円＋（医療費－286 ,000 円）×1％
【４回目以降44,400 円】 530 ,000 円 ―

区分エ 一般Ⅰ・Ⅱ 61,500 円
【４回目以降44,400 円（※1）】 530 ,000 円（※2） 月額上限 22 ,000 円

（年間上限 21 .6 万円）

区分オ ― 36,900 円
【４回目以降24,600 円】 290 ,000 円 ―

― 住民税
非課税世帯Ⅱ

25,700 円
【４回目以降24,600 円】 290 ,000 円 月額上限 11 ,000 円

（年間上限 9 .6 万円）

― 住民税
非課税世帯Ⅰ 15,700 円 180 ,000 円 月額上限 8 ,000 円
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　地域の荒廃した竹林を再生し、たけのこの生産など有効に活用したいと考えている方を募集します。

「たけのこ生産竹
ちくりんがっこう

林楽校」受講生の募集
●お問い合わせ　農林課　☎０９７３－７６－３８０４

竹の活用や竹林の管理、たけのこ生産について学びませんか？

１．募集人員　４０名（定員をオーバーした場合は選考）
２．研修内容　たけのこ生産・竹林管理の知識、技術演習
３．研修場所　大分県速見郡日出町、別府市、豊後高田市
４．研  修  日　９月下旬、１０月中旬、３月下旬　 計３回
　　　　　　　※内容・場所・研修日は、講師の都合や天候等により変更することがあります。
　　　　　　　　研修は現地集合です。
５．募集期間　令和８年８月２８日（金）まで
６．申し込み　窓口または E メールで「受講申込書」を提出
　　　　　　　窓 　口 ： 大分県西部振興局林業・木材・椎茸班（☎ 0973－22－2665）
　　　　　　　メール ： a16060@pref.oita.lg.jp
　　　　　　　※県庁ホームページにも受講申込書を掲載しています。
７．費　　用   受講料は無料ですが、研修場所までの交通費は各自負担です。
８．実  施  者   大分県庁 林産振興室 椎茸振興班  （☎ 097－506－3838）

　後期高齢者医療広域連合では、被保険者に健康相談、栄養相談、歯科口腔相談、ご長寿健康相談を行っています。
健康相談員として保健師・看護師・管理栄養士・言語聴覚士・歯科衛生士がご自宅を訪問し、健康管理や日常生活
での改善点など、個々の状況にあったアドバイスやご相談を行うものです。

　対象の方には事前にご案内を送付いたします。

－不審な電話・訪問にご注意ください－
　全国各地で、還付金詐欺が発生しています。厚生労
働省、日本年金機構、市町村、広域連合等の職員を装
い、「年金の払い戻しがある」「医療費の戻りがある」
といった言葉で高齢者が通帳やキャッシュカード等をだま
し取られたり、ＡＴＭに誘導されて口座から現金を引き出
されたりする被害が発生しています。
－不審な電話・訪問があったら－
　不審に思われた時には、すぐに地域共生支援課または後期高齢者医療広域連合までご連絡をお願いします。

対　象 ： 健康相談・・・・・県内 500 名程度　　歯科口腔相談・・・・県内 400 名程度
　　　　栄養相談・・・・・県内 600 名程度　　ご長寿健康相談・・・県内 600 名程度

健康相談・栄養相談・歯科口腔相談・ご長寿健康相談の実施について

還付金詐欺にご注意！

●お問い合わせ　　　　　　　　地域共生支援課　☎０９７３－７６－３８２１

●お問い合わせ　　　　　　　　地域共生支援課　☎０９７３－７６－３８２１

大分県後期高齢者医療広域連合　☎０９７－５３４－１７７１

大分県後期高齢者医療広域連合　☎０９７－５３４－１７７１

九重町では「特殊詐欺等被害防止
機能付き電話機等購入補助」を行
っています。

まちの事業紹介▶
【住まい・生活（12ページ）】️
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■開 催 日　　令和８年９月８日（火）14 時～
■集合場所　　九重町役場 101 会議室
■内　　容　　ブルーベリー栽培の基礎・園地の視察
■問合せ先　　大分県西部振興局生産流通部園芸第２班
■参加申込　　メール又は電話で下記連絡先へご連絡下さい
■申込締切　　8 月28 日（金）まで      
  　                  （メール :kusano-yoichiro@pref.oita.lg.jp）（☎ 0973-23-2217）
                        担　当：大分県西部振興局　園芸第２班 草野

　町内やお隣の小国町でブルーベリーを大規模に
栽培している安達さんは２００８年に脱サラし、「ビッ
グよりストロング！」を経営理念に農業を始めました。
安達さんが栽培するブルーベリーは、農薬や化学
肥料を使用せず、有機ＪＡＳ認定を受けた安全安心
なブルーベリーを全国に出荷しています。
　また、有機農産物の生産、販売拡大を進める組
織「おおいたの有機」のメンバーとして、ブルーベリー
にとどまらず有機農業の推進のため精力的に活動し
ています。安達さんは「九重町といえばブルーベリー
と言われるように頑張ってきた。これからもその気持
ちを大事に栽培していきたい。」と話されました。
　町内産のブルーベリーは「九重ふるさと館」で販
売されています。この夏、愛情たっぷりに育った瑞々
しいブルーベリーをぜひ手にとってみてください。

生産者：安
あんだち

達　誠
まこと

さん（引治）

第１回　～農＋夏を彩るブルーの輝き～
●お問い合わせ　農林課　☎０９７３－７６－３８０４

まちの農業
魅力発信

　九重町は九州有数のブルーベリー産地です。
　そのブルーベリーを栽培してみませんか？今回、初心者向けの栽培講座をスタートします！
　２～３本植えて、かわいい果実を味わったり、ジャムを作ったり、料理にも使ったり、健康な果実生活を始めませんか？

　今月号より、九重町が誇る農業の魅力にスポットを当てたシリーズ「農プラス +!」が始まります。
　農業と向き合い、情熱を注ぐ生産者さんの想いや旬の恵みについてお届けします。

ブルーベリーの栽培、始めませんか？

ブルーベリー栽培講座

▲農園で働く皆さんと安達さん（右）
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●農業者年金へは次の要件を満たす方ならどなたでも加入できます。
　□１ 国民年金第１号被保険者（国民年金保険料納付免除者を除く）
　□２ 年間６０日以上農業に従事
　□３ ２０歳以上６０歳未満
　※農業者年金に加入される方は、国民年金の付加年金（付加年金保険料月額４００円）加入が必要です。
　※�農業者年金と国民年金基金（旧みどり年金を含む）及び個人型確定拠出年金（iDeCo）とは重複加入できません

のでご注意ください。
●積立方式だから自分がかけた金額は年金として生涯もらえます。
　仮に８０歳前に亡くなった場合でも、死亡一時金が遺族に支給されます。
●保険料はいつでも変更できます。
　月額２万円を基本とし、６万７千円の間で、千円単位でいつでも額を変更することができます。
　※３５歳未満で一定の要件を満たす方は月額１万円から加入できます。
●税制面で大きな優遇措置があります。
　支払った保険料は、全額社会保険料控除となり、所得税や住民税等の節税になります。
●一定の要件を満たす方には、保険料の国庫補助があります。

　九重町では、地域防災力の強化を目的に「防災士」への助成を行っています。防災士になって地域の防災力を高め
ませんか？

▶開 催 日  １０月３１日（土）～１１月１日（日）
▶場　　所  日田市役所　７階　大会議室
▶募集人員  １０名程度
▶対 象 者  九重町に在住の方
▶受 講 料  自己負担なし　※町と県で全額負担します。
　　　　　　（昼食はご自身でご準備下さい。証明写真が２枚必要となります。）
▶申込期限　９月30日（水）まで
▶申込方法　受講を希望される方は、危機管理・防災安全課までご連絡ください。

農業者なら誰でも入れる「農業者年金」に加入して安心で豊かな老後を！

防災士資格試験の受講者募集

●お問い合わせ　九重町農業委員会　☎０９７３－７６－３８０５

●お問い合わせ　危機管理・防災安全課　☎０９７３－７６－３８０１

防災士資格の研修・試験

【 農地パトロール（利用状況調査）を実施します】
　遊休農地等の実態把握と発生防止・解消、農地の違反転用発生防止対策として今年も町内全域の農地
パトロールを実施します。実施期間は令和８年８月～１０月です。
　身分証をつけた農業委員・農地利用最適化推進委員が調査を行います。確認のため農地内に立ち入るこ
ともありますが、ご理解とご協力をよろしくお願いします。

【 農地転用等についてのお願い 】
　農地の売買、農地を農地以外にすること、農地の形状などを変更して住宅や駐車場、植林、太陽光発電
施設のように耕作目的以外に使用する農地転用を行うには、農地法に基づく手続きと許可が必要です。
　農地法の許可を得ずに行った売買契約は無効となるほか、無断で農地を転用した場合は農地法の規定に
より罰則が適用されます。詳しくは、農業委員会までご相談ください。

農業委員会からのお知らせ
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　九重町では「公平・公正な税の負担」と「まちづくりを進める上で重要な財源確保」のため、７月より大分県特別滞
納整理室職員と日田市、由布市、玖珠町、九重町の４市町の職員が連携して滞納整理を行い、収納率の向上を目指
しています。
 納期内納付のお願いと滞納処分について
　多くの町民の皆さんが納期内納付を守っている中で、督促及び催告に応じない滞納者や収入があるにもかかわらず
少額の納付しかしない滞納者には、税の公平性を保ち、町民として負担の義務を果たしていただくため、不動産や預
貯金・給与・売掛金等の差押えといった滞納処分を行います。
　さらに「タイヤロック（車輪止め）」による自動車やバイクなどの差押えも実施しています。タイヤロック装着後も納税
されない場合は、公売等により売却し、その売却代金を未納の税金に充てることになります。財産の差押えは法律で
定められており、滞納者の意思にかかわらず行う強制処分です。
　また、納期限を過ぎると延滞金が発生する場合がありますので、納期内納付をお願いします。
 口座振替のご案内
　税や保険料の納付には便利な口座振替（指定口座からの引き落とし）をご利用ください。
　大分銀行、大分県農協、大分県信用組合、ゆうちょ銀行からの口座振替が可能です。
　口座振替をご希望の場合は税務課までご連絡をお願いします。

　火災は、早い発見と初期消火が被害を小さくします。家庭や事業所に消火器を備え、いざという時に使える状態に
しておきましょう。

九重町と大分県が連携して滞納整理を強化「滞納は許しません！」

もしもの火災に備えて消火器を設置しましょう

●お問い合わせ　税務課　☎０９７３－７６－３８０３

●お問い合わせ　危機管理・防災安全課　☎０９７３－７６－３８０１

▲大分県職員派遣・４市町相互併任辞令交付式 ▲滞納対策のタイヤロック（車輪止め）

初期消火は「天井に火が届く前」までが目安です（火災発生後、１～２分以内）。
すぐに避難ができるよう、避難路（逃げ口）を背面にして初期消火を行います。
危険を感じたら、すぐに避難し 119 番通報してください。

見える場所・取り出しやすい場所へ
玄関、台所の近く、事業所の出入口付近など、すぐ手に取れる場所に設置しましょう。

使用期限・圧力ゲージを確認
古い消火器や腐食した消火器は危険です。定期的に状態を確認し、期限内に交換しましょう。

使い方を家族・職場で共有
安全ピンを抜く、ホースを火元に向け、レバーを握る。避難を最優先に、無理はしないでください。

1

2

3
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　国民の２人に１人が “がん” になり、３人に１人が “がん” で亡くなっています。しかし、がん検診を受けることで、が
んによる死亡を今よりも減らすことができます。
　現在、国が推奨しているがん検診は、５つのがん検診（胃・肺・大腸・子宮頸・乳）です。これらの検診は、有
効性（死亡を防ぐ効果）があることが科学的に証明されている検診です。まだ受けていない方は、がん検診を受けてみ
ませんか。

▶特定（基本）健診、各種がん検診等を同時に受けることができます。
▶検診セットをお持ちでない方には、事前に健康・子育て支援課窓口で検診セットをお渡します。
▶大分県厚生連健康管理センターでも特定健診とがん検診を受けることができます。
　（令和 9 年 3月まで随時）
　�大分県厚生連健康管理センターの予約専用電話（☎０９７７－７５－６１５４）または予約フォーム

より直接お申し込みください。

がん検診受けていますか？
●お問い合わせ　【がん検診・託児に関すること】健康・子育て支援課　☎０９７３－７６－３８３８

【保険証・受診券に関すること】　　　地域共生支援課　☎０９７３－７６－３８２１

　結核は過去の病気だと思っていませんか？今でも全国で年間１万人以上の人が新たに結核と診断され、１，５００
人以上が命を落としている重大な感染症です。大分県の新規結核患者数は増減を繰り返しながら推移しており、
令和６年は１１６人、罹患率は全国で６番目に高くなっています。以下の症状がある場合には、早目に医療機関を
受診しましょう。

　症状がない場合でも、胸部 X 線検査を受けることで早期発見につながります。特に６５歳以上の方は、年に１回、
結核検診の受診義務がありますので、町が行う健康診査の機会に胸部 X 線検査を受けましょう。

■お問い合わせ
西部保健所 地域保健課疾病・感染症対策班　（☎ 0973-23-3133）

９月24日～ 30日は結核・呼吸器感染症予防週間です

□咳や痰が 2週間以上続く　　□微熱が続く　　□体重が急に減った

※１：土曜日・日曜日の乳がん ・子宮頸がん検診は女性スタッフが対応します。
※２：乳房超音波検査（エコー）は先着 30名のため予約優先です。
※３：託児を希望される方は、２週間前までにご予約ください。

日程 場所 受付時間
胃がん・肺がん・大腸が
ん・子宮頸がん・乳がん
（マンモグラフィ）※1

乳房超音波検査
（39 歳以下）

※２

託児
※３

9 月26 日（土）

保健福祉センター
８：30 ～
　1 ０：30

〇 ○ ○

9 月28 日（月） 〇 × ×

11 月15 日（日） 〇 〇 ○

11 月16 日（月） 〇 × ×

【 令 和８年 度 巡 回 健 診日程 】

予約フォーム▶️
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　健康寿命を延ばす３つの鍵のひとつに、「野菜摂取１
日３５０ｇ」があります。 
　大分県が、平成２８年に実施した「県民健康意識行動調
査」では、野菜摂取量は男性が各年代とも約７０ｇ、女性
は２０代が最も少なく９２ｇ不足しているという結果でした。
　そこで、県では「まず野菜、もっと野菜」プロジェクト
を立ち上げ、最初に野菜を食べること（まず野菜）、今
より７０ｇ多く野菜を食べること（もっと野菜）の推進に取
り組んでいます。

　スマートフォンやモバイルバッテリー、電子タバコなどに使われているリチウムイオン電池。捨て方に困っていませんか？
７月から、庁舎内に専用回収 BOX を設置しています。家庭で不要になったリチウムイオン電池を、ぜひお持ちください。

８月３１日は野菜の日～まず野菜、もっと野菜～

リチウムイオン電池の回収ボックスを設置します

●お問い合わせ　健康・子育て支援課　☎０９７３－７６－３８３８

●お問い合わせ　住民環境課　☎０９７３－７６－３８０２

　リチウムイオン電池は、強い衝撃や圧力が加わると発火・爆発する危険があります。ごみ収集車やごみ処理施設で
の火災事故が全国でおきており、適切な分別・回収が必要です。
※適正管理のため来庁された際は住民環境課へお声がけください。

なぜ分別が必要なの？

　正しい分別が、火災事故を防ぎ、限りある資源のリサイクルにつながります。みなさまのご協力をよろしくお願いします。

ご協力をお願いします

▶　モバイルバッテリー
▶　デジタルカメラ

▶　スマートフォン・携帯電話
▶　充電式の小型家電

▶　加熱式タバコ（電子タバコ）　等
※不明なものはお問い合わせください

回収できるもの　

◀目指せ！健康寿命日本一おおいた ◀大分県シルブプレ

大分県における健康づくり情報
等が発信されています。

野菜を使った簡単で美味しいレシピをは
じめ、うま塩（減塩）レシピ、大分県産食
材を活用したレシピが紹介されています。

Instagram cookpad
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　現在、九重町老人クラブ連合会に加入し活動しているク
ラブは、飯田・野上地区に各１クラブ、東飯田地区に２クラブ、
南山田地区に４クラブあり、町内全体で８クラブです。各ク
ラブでは、健康づくりや支え合い活動、ボランティア活動な
どに取り組み、自らの生きがいを高めながら、みんなで楽し
く交流しています。会員のみなさまが安心して活動できるよ
う、傷害保険にも加入できます。
　加入を希望される方は、お住まいの地域の老人クラブま
たは、九重町老人クラブ連合会事務局（九重町社会福祉
協議会☎０９７３－７６－２５００）までお問合せください。

老人クラブで楽しく元気に交流しましょう！
●お問い合わせ　地域共生支援課　☎０９７３－７６－３８２１

　７月号から皆さんと一緒に「私たちの町と選挙」について考えるシリーズを掲載しています。ご意見を交わしながら選
挙について考えていきましょう。
　今回は、私たちの町が直面している「人口減少」と「投票」についてデータを見ながら考えていきたいと思います。

　人口減少に伴い、有権者数も減少しています。また、投票所の投票率の推移では、全体の投票率は大きく変わら
ないものの、当日投票は減少し、期日前投票所での投票は増加傾向となっています。
　人口減少による影響として、各投票所の投票管理者や投票立会人などの確保も困難となっており、こうした状況の
中で、有権者の皆さんが公平に安心して投票できる環境を維持するために、投票所の統廃合や投票時間などを含め、
皆さんと一緒に考えていく必要があります。

　九重町選挙管理委員会では、投票所の見直しを検討するにあたり、町民の皆さんの
ご意見を参考にしたいと考えております。回答フォーム・電話・窓口にてご意見を受け付
けておりますのでお気軽にご連絡下さい。

人口減少と、これからの町の投票スタイル
●お問い合わせ　九重町選挙管理委員会　☎０９７３－７６－３８２５

私たちの町と
選挙

第2 回

▲回答フォーム

ご意見募集！

▲毎年恒例の郡老連体育大会の様子
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　短い梅雨が明け、大雨の被害も少なく一安心していた
ところ、真夏日や猛暑日が続くようになりました。県内でも
40℃を超える「酷暑日」が観測され、夏の到来とともに熱
中症で救急搬送される方も増えています。皆様におかれま
しては、こまめな水分補給や適切な冷房の利用を心がけ、
周囲の人と声をかけ合いながら、熱中症対策に万全を期
していただきますようお願いいたします。こうした中、7 月
28 日の午後 4 時 27 分ごろ、熊本県で最大震度 7 の大
地震が発生しました。震源地となった熊本県宇城市を中心
に甚大な被害が発生し、九州各地でも震度 4 以上の揺れ
を観測しています。このコラムを書いている現在もまだ全
容は分かりませんが、多くの方が亡くなり、行方不明や避

Vol.34

とびらをあけて

九重町長　日野 康志

町 長 コ ラ ム 難を余儀なくされている状況です。これは決して他人事で
はなく、自分たちにも起こりうることです。いざという時に
支え合い、助け合える関係を築くためにも、日ごろからの「顔
の見える関係」が不可欠だと考えています。デジタル技術
が発達し、SNS 等が普及した現在、お互いの顔を見て会
話する機会が少なくなりつつあります。しかし、デジタル技
術はあくまでも手段です。これらを上手に活用して新たな
時間を生み出し、人と人とのつながりや、顔の見える関係
を増やすことこそが大切なのではないでしょうか。
　さて、今年の九重町は夏から秋にかけて、祇園祭りや
二十歳のつどい、九州高校駅伝大会といった恒例行事に
加え、やまなみハイウェイのラン＆ウォークや、全国草原サ
ミット・シンポジウム inここのえなど、多くのイベントが予
定されています。こうした機会を通じて多くの町民が顔を
合わせ、人と人とのつながりが増えることは、地域の絆を
深め、支え合いの精神を育む絶好の機会となります。これ
からも人と人とのつながりを大切にし、互いに支え合いなが
ら、人口が減少しても「九重町で暮らして良かった」と思え
る町を、皆さんと一緒に目指していきましょう。

大分県からのお知らせ
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　自然学校では地域の皆さまとともに守り、育み続けてきた草原を「未来にも受け継いでいきたい」という想いのシン
ボルとして、事務所を茅葺き家屋へと建て替える工事を 2 月より進めてまいりました。
　いよいよ完成を迎えるということで、地域の皆さま向けのお披露目・見学会を実施いたします！ 事前申し込みは不要
です。開催時間中は自由に出入り、ご見学いただけますのでお気軽にお越しください。

【日時】令和 8 年 8 月 30 日(日)　13:00 ～ 16:00
　　　 ※午前中は臨時休園といたします。

【場所】九重ふるさと自然学校 事務所（九重町大字田野 1726-408）

この日だけの茅葺き屋根の裏側見学
や記念品プレゼントのほか、地元で受
け 継 が れ て いる「 田 野 岩 戸 神 楽
(13:30~14:30)」の披露もあります。
また昆虫や魚などの生きもの展示やポ
ン菓子づくりなどのお楽しみ企画も！
皆さまのご来場をスタッフ一同、心より
お待ちしております。

お問合せは九重ふるさと自然学校まで（TEL:0973-73-0001）

～九重ふるさと自然学校よりお知らせ～

「茅葺き事務所のお披露目見学会」を開催します！

完成予想図

2026年7月6日現在
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　「今も残る部落差別」をテーマに、部落解放同盟大分県
連合会九重支部　支部長松山マツ子さんをお迎えしました。
松山さんは、自身の体験を交えながら、現在もなお部落差
別が残る現実や、差別と向き合いながら生活している当事
者の思いについてお話しいただきました。
　また、「子どもに伝えるべきか迷っていたが、自分自身が
学びを深める中で、正しい知識を子どもに伝えることの大切
さを感じるようになった」と語りました。
　受講生からは、「現在も部落差別が続いている現実を知っ
た」「生まれた場所によって差別を受けることは、とてもつら

いことだと感じた」「正しく学ぶことで相手に伝えることは
できるが、それには大きな勇気が必要だと思った」などの
感想が寄せられました。
　「立場宣言」や「子どもを起こす」といった言葉を通して、
差別をなくすには正しい知識を一部の人だけでなく、みん
なで学んでいくことが大切だと学びました。一方で、子ど
もや孫の世代まで地区出身であることを伝えなければなら
ない現状が続いていることから、差別が今なお解決されて
いない社会の課題について、改めて考える機会となりました。
　グループ討議にて参加者からは、「歴史を学び、正しく
理解することが大切だと感じた」「自分では気付かなかっ
たことも、他の人の意見を聞くことで新たな視点を得るこ
とができた」といった声が聞かれ、対話を通して学びを深
める時間となりました。
　次回の講座では、「子どもたちは学校でこんな風に学ん
でいます」をテーマに、学校で行われている人権学習や歴
史学習について理解を深めていきます。

～次回講座は8月20日（木）です～

　　　　　� 社会教育課

～7月16日、「2026なるほど“ザ”人権講座」
の第2回講座を開催しました～
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新刊・新着図書案内

　　　　　　　　　　　　　ほんの森８月号　平日 午前10時〜午後６時　土・日 午前９時〜午後５時　月・祝 休み　九重町図書館 ☎ 76−3888

　被告人、AI　　	 中山七里
　湾　　	 宮本輝
　雀ちょっちょ　　	 村木嵐
　最後の晩餐　　	 江國香織ほか（アンソロジー）
　生きとるわ　　	 又吉直樹
　年とる力　	 阿川佐和子
　プラハの古本屋　　	 野栄一
　書庫に水鳥がいなかった日のこと 漢詩の手帖　　	 小津夜景
　今さら聞けない教養の超基本　　	 上田紀行
　読書を仕事につなげる技術　　	 山口周
　いつも機嫌よくいられる本　　	 岡崎かつひろ
　自然の法則　　	 Kengo
　ニッポンの移民　　	 是川夕
　３歳までに芽が出る、その子だけの個性　　	 福井渉
　名医が教える肝臓と腎臓を自分で強くする本　　	 栗原毅
　熱・水分・感情滞りを「流すだけ」で病気は消えていく	 榎木楠紀
　基本調味料でつくるおいしい常備菜　　	 角田真秀
　照明と家具からはじめる北欧インテリア　　	 行正り香
　地域でいちばんピカピカなホテルのすごい仕組み	 宝田圭一
　るるぶ‘27　金沢能登加賀温泉郷/大阪/東京/熊本阿蘇天草/京都/四国　　
	 その他多数

図書館だより

●����児童図書・コミック
　ナイチンゲールの風が吹く　　	 田中ひかる
　Mr.ベイビーマン　　	 のぶみ
　あなたのせかいはどんなあじ　　	 モリノヒロコ
　おもちのかいすいよく　　	 苅田澄子
　めざせ恐竜博士！　　	 田中康平
　54字の物語Q　　	 氏田雄介
　54字の物語 呪 意味がわかるとゾクゾクする短編小説	 氏田雄介
　大噴火のサバイバル　　	 洪在徹
　発明・特許のひみつ　　	 橘悠紀
　なきむしなきこちゃん　　	 ザ・キャビンカンパニー　　　　　　　　　　　　　　　　
　	 その他多数

●�一般図書
　日雇い浪人生活録①～⑮（文庫）　　	 上田秀人
　架空通貨（文庫）　　	 池井戸潤
　婚活食堂⑮（文庫）　　	 山口恵以子
　起点（文庫）　　	 塩田武士
　四畳半神話大系（文庫）　　	 森見登美彦
　森がわたしを呼んでいる（文庫）　　	 赤川次郎
　ととはり屋敷（文庫）　　	 澤村伊智
　天下取（文庫）　　	 村木嵐

お知らせ

　９月１日は“ 防災の日”。防災グッズ・非常食・家具の固定など物理的な備えもそうですが、過去の災害の経験を学
ぶ・最新の情報を知っておくといった「知の備え」も不可欠な防災のひとつです。九重町図書館でも、防災について意
識を高め、興味を持って学べる本をミニコーナーに展示しています。
　今回は、東京都千代田区にある防災専門図書館（災害・防災・減災等に関する資料を所蔵する専門図書館）の職
員さんが考案した「防災いろはかるた」の一部を解説とともに紹介したいと思います。防災に親しみながら学べるよう
にと、ことわざをもじって作られたものです。頭の片隅に残り、いざという時の「知の備え」となれば幸いです。

　8 月の担当グループは「チームそらまめくん」のみなさん
でした。
　絵本・紙芝居・手遊びなどで大盛り上がりでした～(^ ▽ ^)/
　9 月は「スター」のみなさん（9/12 予定）です。

●「おはなし会」 毎月第2土曜
　（10時30分~11時）

▲ 7 月の様子 ( 担当ぷちトマト )▲７月のおはなし会で読んだ本

準備をしなければ、と考え
るよりも、行動を！
（論より証拠）

避難所で満足な食料はす
ぐに支給されません。先ず
は自分で準備
（将を射んと欲すれば先
ず馬を射よ)

倒れないように、もし倒れ
ても被害のない位置に。
（目の上のたんこぶ）

1 人、3L の水×3 日分は備
蓄しましょう。できれば1
週間分を！
（九死に一生を得る）

助けを呼ぶ時、叫んでは体
力を消耗します。笛を常備
しましょう。
（目は口ほどにものを言う）

大きめのポリ袋は、いざと
いう時のカッパや防寒着
の代わりになります。
（災い転じて福となす）

11月５日は津波防災の日。
「津波！？高いところへ！」
( 負けるが勝ち)

ツナ缶（オイル入り）はろ
うそくにもなるオススメの
災害備蓄食。
（つめに火をともす）

阪神・淡路大震災では、ご
近所さんが多くの命を救
いました。
（遠くの親戚より近くの他人）
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【電話・面接相談】
■と　き
　�月曜日～金曜日（祝日、振替休日、
年末年始の休日を除く）

　午前８時30分～正午、
　午後１時～午後５時
■ところ　
　大分県庁　別館５階
■お問い合わせ
　交通事故相談所
　（県生活環境部生活環境企画課内）
　（☎０９７－５０６－２１６６）
【巡回相談〔予約制〕】
■と　き
　９月８日㈫
　午前10時30分～午後３時
■ところ　
　大分県西部振興局（日田市）
■お問い合わせ　
　大分県西部振興局
　（☎０９７３－２３－２２００）

■と　き
　平日の午前９時～正午、
　午後１時～午後５時
■ところ　
　日田公証役場（日田市）
■内　容　
　�①�遺言のほか、高齢者等の財産

管理や認知症の備え、土地・建
物の賃貸借・売買、金銭貸借、
離婚給付、尊厳死宣言などの
公正証書の作成に関する相談

　②�会社の定款や契約書類の認証
等に関する相談　

■その他　
　電話で事前受付が必要です。
■お問い合わせ
　日田公証役場
　（☎０９７３－２４－６７５１）

■と　き
　９月３日㈭　午後１時～午後３時
■ところ

　九重町役場３階３０２会議室
■内　容
　�相続、遺言、農地転用、許認可申
請、技能実習等外国人雇用等

■お問い合わせ
　大分県行政書士会日田支部
　（☎０９０－８２８９－４６６４）

法務大臣から委嘱された人権擁護
委員が、さまざまな人権に関するご
相談に応じています。相談は無料で
秘密は固く守られます。
■と　き
　９月15 日㈫
　午前10 時～午後３時
■ところ
　九重町役場３階３０２会議室
■内　容
　�差別を受けた、プライバシー侵害
を受けた、インターネット上で誹
謗中傷された等

■お問い合わせ
　九重町隣保館
 　（☎０９７３－７６－２４６８）

さまざまな人権に関するご相談に応
じています。相談は無料で秘密は固
く守られます。
■と　き
　毎週木曜日
　午前９時～午後４時
■ところ
　大分地方法務局日田支局
　（日田市田島２丁目11-46）
■お問い合わせ
　大分地方法務局日田支局
 　（☎０９７３－２２－２７１９）

大分県事業継承・引継ぎ支援セン
ターの専門家が、中立・公正な立場
でアドバイスします。相談は無料で
秘密は固く守られます。
■と　き
　９月16 日㈬、
　令和９年１月20 日㈬

■相談時間
　完全予約制の先着順
　（１日５組１枠50 分）
　午前１０時～正午、
　午後１時～午後４時
■ところ
　九重町役場１階101 会議室
■内　容
　�事業継承の進め方、従業員や第
三者への引継ぎ（Ｍ＆Ａ）等

■申込み方法
　�①�申込フォームまたは九重町の

ホームページから予約
　②�下記お問い合わせ電話番号か

ら予約

■予約・お問い合わせ
　九重町役場　観光・地域振興課
　（☎０９７３－７６－３１５０）

■募集コース
　�ＣＡＤものづくりエンジニア科、
　建築ＣＡＤ・リフォーム技術科、
　ビル管理技術科、
　�電気設備技術科（ビジネススキル
講習・企業実習付き）、

　�ものづくり溶接科（ビジネススキル
講習付き）
■募集期間
　�８月25日㈫～９月30日㈬まで
■訓練期間
　11月５日㈭～令和９年４月27日㈫
　※�電気設備技術科、ものづくり溶接

科は令和９年５月31日㈪修了
■その他
　見学会　９月１日㈫、15日㈫
　説明会　９月８日㈫、29日㈫
■申込・お問い合わせ　
　�ポリテクセンター大分
　(☎０９７－５２９－８６１５）

各種相談（相談無料）

大分県交通事故相談

遺言等無料公証相談

行政書士会日田支部無料相談会

暮らしの情報　●

人権なんでも相談所

法務局開催人権なんでも相談所

▲申込フォーム ▲九重町のHP

大分県事業継承・引継ぎ
支援センター出張相談会

試験・講習会

受講料無料！ 11月受講生募集
（ハロートレーニング）
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■採用職種
　消防吏員
■採用予定人員
　若干名
■採用年月日
　令和９年４月１日（予定）
■受験資格
　�平成12 年４月２日以降に生まれた
方※日本国籍を有しない方、地方
公務員法第16 条の欠格条項に該
当する方は受験できません。

■試験日
　第１次試験　９月２７日㈰
■試験会場
　消防本部　会議室
　（日田市大字渡里111 番地１）
■申し込み
　�採用試験案内及び受験申込書は日
田消防署、玖珠消防署、玖珠町役
場総務課、九重町役場総務課、日
田市役所１階総合案内で、８月24
日㈪から配布します。

■受付期間（郵送のみ）
　�８月31 日㈪～９月９日㈬までの消
印があるものに限る
■お問い合わせ
　日田玖珠広域消防組合消防本部
　総務課（日田消防署１階）
　（☎０９７３－２４－２２０４）
　�詳細な案内は消防署ホームページ
に８月24 日㈪から掲示します。

服薬治療だけでは改善しにくい症状
や特性に対してリハビリテーションを
行います。社会参加・社会復帰を目
指して再出発したい方を応援します。
■対　象
　県内在住で通所可能な16～49歳

　（主治医の承諾が必要です）
■と　き
　週３日（月・木・金）※祝日を除く
　午前９時30 分～午後３時30 分
■ところ
　�大分県こころとからだの相談支
援センター

　（大分市大字玉沢９０８番地）
■利用料
　自己負担額は１回800 円前後　
　（自立支援医療利用の場合）
■申込・お問い合わせ
　�大分県こころとからだの相談支
援センター

　( ☎０９７－５４１－６２９０)
　＊見学を随時受け付けています。

■と　き
　�９月６日㈰　※予約不要
■参加料
　�無料
■当日スケジュール
　��午前10 時10 分から受付
　�各課（オフィスビジネス科、ガーデン
エクステリア科）において訓練状況
の説明及び訓練体験を実施しま
す。併せて校内の見学も行います。

■お問い合わせ
　�大分県立日田高等技術専門校
　（日田市朝日ヶ丘５７６-１０）
　（☎０９７３－２２－０７８９）

令和９年４月に高等学校及び高等
専門学校・専修学校高等課程へ進
学することを希望している方を対象
に予約奨学生を募集します。
■募集期間
　令和８年７月上旬～９月中旬
　（�在学する中学校を通じて行います。）
■貸与額
　�金額は選択できます。
　�詳しくは中学校の先生または大分県
奨学会へお問い合わせください。

■お問い合わせ
　�（公財）大分県奨学会
　（☎０９７－５０６－５６２０）

総務省統計局では、国民生活の実態
を明らかにすることを目的として、10
月20 日現在で社会生活基本調査を
実施します。対象となる1 地区、約12
世帯を調査員が訪問しますので、調
査へのご協力をお願いします。
なお、「社会生活基本調査」をよそお
った不審な訪問者や不審な電話・電
子メールなどにご注意ください。
また、金銭を要求したりすることは絶対
にありません。調査員は必ず「調査員
証」を身に着けているほか、調査名が入
った『下敷き』及び『手提げ袋』を携帯
しておりますのでご確認ください。
■お問い合わせ
　大分県企画振興部統計調査課
　（☎０９７－５０６－２４７９）

7 月15 日、玖珠郡食品衛生協会（永
楽昭八郎会長）食品衛生指導員と県
西部保健所は、筋湯・湯坪地区の宿
泊施設12 店舗へ夏期巡回指導を行
いました。
効果的に食中毒の発生を未然に防止
することを目的に、調理器具等への細
菌の汚染状況を把握できるATP 拭き
取り検査を実施しました。
また、同地区の食品関係営業者を対
象にストップザ食中毒観光地講座を
開講し、正しく洗えていない部分が白
く光る手洗いチェッカーを用いて洗い
残しを認識することで、衛生的な手洗
い・営業者自らの食品衛生意識の向
上を呼びかけました。

令和８年度日田玖珠消防
組合職員採用試験

社会生活基本調査への
ご協力をお願いします

食品衛生夏期巡回指導 / 
ストップザ食中毒観光地講座

暮らしの情報　●

Re ☆スタート応援プログラム
（精神科デイケア）

お知らせ

大分県立日田高等技術専門校
令和８年度オープンキャンパス

大分県奨学会高等学校等
予約奨学生募集 ◀️日田玖珠消防HP
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よ
う
や
く
秋
の
気
配
も
感
じ
る
頃
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
残
暑
は
続
き
ま
す
。
今
月

は
や
や
思
い
を
深
め
る
巻
頭
句
。
夏
帽
子
の
擬
態
語
、
洒
落
に
な
る
蛍
狩
り
、
大
夏
野
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
溢
れ
る
句
が
集
合
で

す
。
俳
句
は
何
の
た
め
に
す
る
、
自
分
の
た
め
と
い
う
答
え
が
出
て
来
そ
う
で
す
。
九
月
の
投
句
が
楽
し
み
で
す
。（
選
者
拝
）

夏　

椿

記

歳

時

あ
と
少
し
手
の
と
ど
か
な
い
か
ぶ
と
虫
　
一
年
　
岐
部
　
栄
太

　
　
　
　
「
山
」で
の
出
来
事
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。瞬
時
を
一
句
に
し
ま
し
た
。

山
の
中
緑
に
と
け
て
深
呼
吸
　
　
　  

　
一
年
　
河
野
す
み
れ

　
　
　
　
中
七
の
「
緑
に
溶
け
て
」
が
大
成
功
。
空
気
も
美
味
し
そ
う
。

部
活
終
え
夕
日
が
照
ら
す
夏
の
山
　
　
　
一
年
　
池
田
　
実
希

　
　
　
　
部
活
を
終
え
た
後
の
充
実
感
が
伝
わ
り
ま
す
。

白
い
息
夜
空
に
溶
け
て
星
屑
に
　
　  

　
二
年
　
岡
本
　
梨
花

　
　
　
　
白
い
息
が
読
空
に
溶
け
る
、
何
と
メ
ル
ヘ
ン
チ
ッ
ク
で
し
ょ
う
。

澄
ん
だ
夜
の
瞳
に
映
る
や
冬
銀
河
　  

　
二
年
　
木
村
　
　
粋

　
　
　
　
冬
銀
河
が
瞳
の
中
に
輝
き
ま
す
。
美
し
い
句
で
す
ね
。

手
を
伸
ば
し
我
が
も
の
と
せ
ん
朧
月  

　
二
年
　
帆
足
　
真
帆

　
　
　
　
朧
月
に
手
を
伸
ば
す
と
は
、
そ
の
発
想
に
脱
帽
で
す
。

窓
開
け
て
本
の
ペ
ー
ジ
に
春
宿
る
　  

　
三
年
　
時
松
　
　
陽

　
　
　
　
春
の
気
配
が
読
書
の
ペ
ー
ジ
に
宿
る
と
は
、
表
現
力
お
見
事
。

間
風
カ
タ
カ
タ
笑
う
扉
か
な
　
　  

　
　
三
年
　
小
川
　
奏
音

　
　
　
　
扉
を
擬
人
化
し
た
愉
し
い
一
句
で
す
。
俳
句
は
愉
し
む
も
の
。

向
か
い
風
ゴ
ー
ル
に
進
む
受
験
生
　  

　
三
年
　
佐
藤
　
希
杏

　
　
　
　
風
に
向
か
っ
て
い
く
受
験
生
の
姿
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。

令和八年 緑陽中学校俳句大会

今年も中学校の俳句大会が賑やかに楽しく開催され
ました。一年生は、大分県現代俳句協会の指導のも
と、俳句授業も行なわれました。

●�一年生のテーマ「山」二年生「空」三年生「風」で
した。主題を踏まえていい句が集まりました。

結果の一部紹介
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弔慰
（敬称略）

お悔やみ申し上げます
おなまえ 年齢 行政区

麻
あ そ う
生　 美

み ほ
保 79 川道団地

伊
い と う
東　 文

ふみゆき
幸 89 滝 上

岡
おかもと
本　 公

こうしょう
彰 51 宝 泉 寺

白
し ら ち
地ノ

の し こ
シ子 87 黒 猪 鹿

武
た け い し
石　 豪

つよし
95 筌 の 口

遠
とおとうみ
江　 裕

ゆういち
一 76 北恵良一

安
やすなが
永　 正

ま さ お
夫 94 川 下 北

由
よしさこ
迫新

しんいちろう
一郎 84 中 央 四

　

広報ここのえは、環境にやさしい再生紙と植物性インクを使用しています。

広報ここのえは、UD文字を使用しています。

 8
月

号
令

和
８

年
8月

17日
発

行（
通

巻
843号

）
発

行
・

九
重

町
役

場
未

来
デ

ザ
イ

ン
推

進
課

〒
879 -4895　

大
分

県
玖

珠
郡

九
重

町
大

字
後

野
上８番

地
の１

☎
 0973 -76 -2111	

印
刷・株

式
会

社
佐

伯
コ

ミュニ
ケ

ー
ション

ズ

８
月
・
9
月
の
休
日
当
番
医

★都合で変更する場合があります。

人 の 動 き
7 月1 日～ 7 月末日届出分

 人口と世帯
人口 7,960 人 （ - 6 ）
男 3,827 人 （ - 3 ）
女 4,133 人 （ - 3 ）

世帯 3,842 （ ＋ 2 ）
（　）は前月からの増減

< 発熱や風邪などの症状があるときの受診方法について >
◎「かかりつけ医など身近な医療機関」に電話で相談のうえ受診してください。
◎受診先に悩む場合　　　医療情報ネット のホームページから検索してください。

町の面積／ 271.37㎢　町の木／くぬぎ　花／ミヤマキリシマ　鳥／カッコウ

8 月生まれ

宮
みやもと

本　夏
か す み

澄 さん

（保護者：宮
みやもと

本靖
やすゆき

之）
1歳

9月がお誕生日のお子さん
8月３１日（月）

10月がお誕生日のお子さん
9月３0日（水）

応募締切

▲応募フオーム ▲九重町ＨＰ

■受付時間
　 平日・土曜日　午後７時～翌朝８時
　 日曜日・祝日　午前８時～翌朝８時
    （お盆・年末年始を含む）

大分県救急安心センター
♯７１１９ または 
 ０９７－５３２－７１１９  

こども救急電話相談
♯８０００ または  
 ０９７－５０３－８８２２

こどもの
場合

（概ね１５歳未満）

大人の
場合

急な病気やケガなどで「救急車をよぶべきか」、「病院にいくべきか」対応に迷うような場合は以下の相談窓口へ

　　

110 交通安全 2026.7月末
町内地区別事故発生状況　※速報値

地区別
人身事故 物損

事故
件数
計死者 負傷者 件数

東飯田 22 22
野 上 1 1 26 27
飯 田 1 1 122 123
南山田 72 72

計 0 2 2 242 244

編集後記
　昭和20年8月13日に米軍機の銃撃による弾痕が残っ
た柱（町内の店舗のもの）が文化センター内に保管されて
います。柱は中央が鋭くえぐられ銃撃の威力を物語って
いました。昭和20年3月に大分県は初めて米艦載機の
銃爆撃を受けて、以降終戦までに22回の空襲を受けて
います。九重町の寿大学が発行している研究資料集では
町内在住の方の当時の手記を読むことができます。九重
町図書館で借りることも出来ますので、今ある平和につ
いて考えるきっかけになればと思います。� M.K

● 

病
　
院

月 日 医院名 住所 電話番号 ● 

歯 

科 

医

月 日 医院名 住所 電話番号
8 月 23 日 小 中 病 院 塚 脇 0973-72-2167 9 月 20 日 武 内 歯 科 医 院 日田市 0973-22-3034

30 日 矢 原 医 院 野 上 0973-77-6121 21 日 合 原 歯 科 医 院 日田市 0973-22-5305
9 月 6 日 荒 木 医 院 森 0973-72-2466 22 日 井上第二歯科医院 玖珠町 0973-72-5983

13 日 協 心 橋 病 院 帆 足 0973-72-2135 23 日 ご と う 歯 科 医 院 日田市 0973-22-0002

20 日 北山田クリニック 北山田 0973-73-2030

21 日 友成（町田）医院 町 田 0973-78-8811

22 日 玖 珠 記 念 病 院 塚 脇 0973-72-1127

23 日 麻生消化器科内科 山 田 0973-72-7100

27 日 長内科小児科胃腸科医院 春日町 0973-72-2143

●�当番医設定のない休日の歯の急患は、
　別府口腔保健センター
　（別府市 0977-21-5657）で対応します。

高
た か の

野未
み お せ

央汐 さん

（保護者：高
た か の

野翔
しょうへい

平）
2歳

大
お お の

野　颯
ふ う か

奏 さん

（保護者：大
お お の

野峻
しゅんぺい

平）
2歳 井

い は ら
原丞

じょういちろう
一 郎 さん

（保護者：井
い は ら

原昭
あきひこ

彦）
3歳

出生 （敬称略）
おなまえ 性別 保護者 行政区

佐
さ と う

藤　 秀
し ゅ ら

昊 男 剛
よ し き

輝 小 垣

おめでとうございます

１歳~３歳の誕生日を迎え
る、九重町に住所があるお
子さんが対象です。
詳しくは九重町ホームペー
ジをご覧ください。
問 未来デザイン推進課

(☎ 76-3874)
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